認　定　基　準
〈農産物〉
1 市内で生産、収穫されたものであること。

2 有機ＪＡＳ（日本農林規格）若しくは新潟県特別栽培農産物の認証を取得していること。
ただし、新潟県特別栽培農産物に基準がない場合にあっては、農林水産省に登録されている農薬及び化学肥料の使用量を半分以下にし、適切に使用しているものであること。

〈林産物〉

1 市内で生産、収穫されたものであること。

2 農林水産省に登録されている農薬及び化学肥料の使用量を半分以下にし、適切に使用しているものであること。

〈水産物〉

1 市内で生産、収穫されたものであること。

2 薬事法に基づく製造販売の承認を受けた水産医薬品の使用量を半分以下にし、適切に使用しているものであること。

3 水田等で養殖している場合、残留農薬等の有害物質がないこと。　

〈酒類〉

1 食品衛生法（昭和２２年法律第２３３号）、不当景品類及び不当表示防止法（昭和３７年法律第１３４号）等、生産、販売に係る各種法令に違反していないこと。

2 酒米等主な原料の収穫地が新潟県内であり、かつ製造場所、又は販売拠点が妙高市内であること。
〈加工食品〉

1 食品衛生法（昭和２２年法律第２３３号）、不当景品類及び不当表示防止法（昭和３７年法律第１３４号）等、生産、販売に係る各種法令に違反していないこと。
2 最終加工場所、又は製造場所が妙高市内にあること。ただし、主な原材料が妙高市産で、市内で加工する技術やノウハウ等がない場合において国内にて加工し、市内でも販売している場合、且つ販売者名と製造者名が表示ラベルに併記されている商品であること。

3 主な原材料の産地が妙高市内であること（その商品を特長づけている使用材料が妙高市産であること）。

ただし、妙高市の気候風土、伝統を活かした原材料の使用や製法をとり入れている、又は技術の蓄積　

と商品化の創意工夫が見られることや、自然志向で、地産地消型の商品であるなど、認定の趣旨に

相応しいと判断できる商品であること。
〈民芸品・工芸品〉

1 家庭用品品質表示法（昭和３７年法律第１０４号）、不当景品類及び不当表示防止法（昭和３７年法律

　　第１３４号）等、生産、販売に係る各種法令に違反していないこと。

2 最終加工場所、又は製造場所が妙高市内にあること。

3 製造工程の主要部分が手作りであること。

4 主な原材料の産地が妙高市内であること（その商品を特長づけている使用材料が妙高市産であること）。

ただし、妙高市の気候風土、伝統を活かした原材料の使用や製法をとり入れている、又は技術の蓄積　

と商品化の創意工夫が見られることや、自然志向で、地産地消型の商品であるなど、認定の趣旨に

相応しいと判断できる商品であること。

〈その他共通事項〉

1 消費者からの苦情、要望等に的確に応じられること。

2 その生産物がもつ特性やそのものの味など、多くの方が納得すると判断されるものであること。
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